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ご自由にお持ち帰り下さい。 

医療法人南労会 紀和病院 
〒648-0085 和歌山県橋本市岸上 18-1 TEL.0736-33-5000 

E-mail：info@nanroukai.or.jp URL：http://www.nanroukai.or.jp 

2 階南側の増築が完成しました。 

完成した紀和病院は 12床増床し総病床数 299床となり、 

さらに機能強化を図り、急性期医療からがん医療、在宅復帰支援まで“垣根のない医療”を

提供できる機能を備え、これまで以上に地域医療に貢献してまいります。 

 

 

医療法人南労会 紀和病院季刊誌       

 

 

 病棟増床のお知らせ 

299床 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年おめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 

 

一昨年から猛威を振るう COVID-19 感染は、ワクチン接種が

順調に動き出したおかげで、危機感は大分薄まり、特に日本では

秋以降順調に感染者が減少し、諸外国と異なる発症パターンを

示しています。まだまだ、油断はできませんが紀和病院でも、17 床

の COVID-19 感染症専用病床を持ちましたので、仮に又激しい

流行が生じても、しっかりした対応ができると考えています。 

 

一方、昨年秋から行っていた工事が完成し西２階が一部南側

に突き出す形で４床室が二つできました。病院全体のベッド数も

299 床に増床となっています。昨年には脊椎内視鏡手術センター

が稼働し、専門外来として腫瘍内科、血液内科が開設されて、新

たな疾患を抱えた患者さんが入院してこられるようになりました。感

染病床を確保すると共に、一般病床、包括ケア病床を、効率よく

運用することによって、一般患者さんの入院対応をしっかりしなけれ

ばなりません。 

特に今年４月からは、外科手術が新たな装いで再開し、発展する

ことになります。 

紀和病院は、この地域の人々の様々な疾患を、しっかり見ていく

急性期の顔と、回復時のリハビリを担う亜急性期と、それでも残存

する病のための慢性期を併せ持っています。その本領を発揮して、

さらなる飛躍を目指していきたいと思います。 
 

理事長 佐藤 雅司 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

feerie@i.softbank.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定行為研修を修了することで、通常医師に判断や 

指示を仰いでいたのが、医師の判断や指示を待たずに、 

事前に医師の作成する手順書に従って、 

特定行為看護師の判断で診療補助を行えるようになります。 

 

 

 

 

教えて！特定行為看護師さん 

※特定行為以外の医行為と同様に、特定行為を行うときも「医師が医行為を直接実施するか」、「どのような指示により看護師に

診療の補助を行わせるか」の判断は、患者さんの病状を勘案し、医師が行うことに変わりはありません。 

特定行為実施の流れ 【脱水を繰り返す A さんの例】 

研
修
受
講
前 

医師 看護師 看護師 看護師 看護師 医師 

A さんの診察後 

脱水症状があれば 

連絡するよう 

看護師に指示 

A さんを観察し 

脱水の可能性を 

疑う 

医師に 

A さんの 

状態を 

報告 

点滴を実施 医師に結果を 

報告 

医師から 

看護師に 

点滴を 

実施するよう指示 

研
修
受
講
後 

医師 看護師 
A さんを診察後 
手順書により 
脱水症状があれば 
点滴を実施するよう 
看護師に指示 

A さんを観察し、
脱水の可能性を 
疑う 

手順書に示された 

参考：特定行為の実施の流れ（厚生労働省） 

医師に結果を 
報告 

手順書によりタイムリーに 

症状の範囲外 医師に報告 

点滴を実施 症状の範囲内 

特定行為看護師 

現在当院で実施可能な特定行為区分 

 

 

  

呼吸器（気道確保に係るもの）関連 
 

呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 
 

呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 
 

ろう孔（胃ろうカテーテル・胃ろうボタンの交換）管理 
 
栄養に係るカテーテル管理 
（中心静脈カテーテル管理）関連 
 
栄養に係るカテーテル管理 
（末梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連  

創傷管理関連 
 

動脈血液ガス分析関連 
 

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 
 

血糖コントロールに係る薬剤投与関連 

特定行為 21 区分 38 行為（厚生労働省 HP 参照） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護老人保健施設アメニティかつらぎは 2005 年 4 月に

かつらぎ町妙寺に開所しました。サービスとしましては入所、

通所リハビリ、ショートステイがあります。 

企業理念として「人ひとりを大切に」を基本とし、施設での

暮らしに生きがいを感じて頂ける様に利用者様一人ひとり

の状態に応じたきめ細かい対応を目指してスタッフ一同取

り組んでいます。 

 

居心地のいい場所 

当院協力施設 
ゆったり・・・ 

      まったり・・・ 

伊都郡かつらぎ町妙寺 1847-42  ☎0736-23-1122 

医療安全推進週間 

患者間違い防止のための「姓・名の確認」をされたかどうか、

来院患者さんに聞きとり調査を実施しました。 

ご協力ありがとうございました。 

採血・点滴・検査などでの患者確認は出来ているが、毎週

通院されていて顔を覚えている患者さんにはスタッフから名前

を言って声をかけてしまい、確認できていないこともあったと分

かりました。 

“患者誤認”は命に直結する医療事故につながる可能性が

高く全職員が安全な医療を遂行するためにも「性・名」確認

の需要性を改めて周知徹底を図ります。 

また、より安全な医療提供のためにも「生年月日」も含めてお

聞かせいただき、患者さん・ご家族の皆さんにも医療安全に

関しての理解と認識を深めていただくことへのご協力をお願い

します。 

～患者さんと職員はお互いが大切な安全パートナー～ 

AI 技術である Deep Learning を用いて設計された

画像再構成技術 Advanced intelligent Clear-IQ 

Engine(AiCE)が搭載されています。 

これにより、低線量での高分解能を可能としています。 
 

Deep Learning で得る、高画質。 

薄いスライスによる新しい読影の可能性。 
 

        ⁂ 高いノイズ低減効果 

        ⁂ 粒状性の維持効果 

        ⁂ 空間分解能の向上 

（Canon  Aquilion Prime SP / i Edition より引用） 
 
 

より高精度のＣＴ装置を、病変の早期発見・早期治療

にお役立てください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

～医療従事者等への応援ありがとうございます～ 

 

橋本市城山台で開業している横田整形外科の横田英史です。 

この場を借りて、私のことを少しでも知ってもらうことで 

紀和病院のスタッフや地域の住民と懸け橋になればと思います。私は中学・高校・大学と水泳をやっており、東京オリンピック・パ

ラリンピックの開催もあり水泳の試合に因んで自己紹介させていただきます。 

 

第１コース…紀見東中学校、橋本高校出身 整形外科医となり、地域に戻った横田英史 

第２コース…橋本市に戻ってきて、あれよあれよという間に 10 年もたった横田英史 

第３コース…微力ながら理学療法士・作業療法士による運動リハビリを行っている横田整形外科 

第４コース…送迎を行い地域の住民にとって通いやすい横田整形外科 

第５コース…介護でのリハビリにも力を入れている横田整形外科 

第６コース…今後は足趾の大事さを色々な手を使い伝えていきたい横田英史 

第７コース…橋本で懐かしの陸橋の大きな水彩画がある横田整形外科 

第８コース…最近、少しずつメタボに…水泳していたころが懐かしい横田英史 

 

覚えてもらえましたか？紀和病院の 

スタッフならびに地域の住民の方々、 

これからもよろしくお願いします。 

まだまだがんばります。 

 
＊本文は院長 横田英史 先生より 

ご寄稿いただきました。 

 

 

＊本文は院長 横田 英史 先生より 

ご寄稿いただきました。 

 

地域連携室便り 

横田整形外科 ℡ 0736-36-3006 橋本市城山台 2-45-14 

新型コロナウイルス感染症が拡大する中、多数の企業・団体、個人の方より医療物資や食品などのご寄付を頂いております。 

皆が苦しい状況の中、当院へご配慮を頂ました事にこの場を借りて心より感謝申し上げます。 

ご寄付頂きました物品は、ありがたく活用させて頂いておりますことをこの場を持ちましてご報告させて頂きます。 

 
◆ カゴメ株式会社 

◆ 株式会社伊藤園 

◆ 株式会社ジェイク 

◆ 紀北川上農業協同組合 

◆ 高野口町商工会青年部 

◆ シダックスフードサービス株式会社 

◆ 田村薬品工業株式会社 

◆ 南海化学株式会社 

◆ 日本マクドナルド株式会社 

◆ 訪問看護ステーション連絡協議会 

◆ 和歌山ヤクルト販売株式会社 

◆ 個人様 2 名 

 （50 音順・敬称略） 




